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12 コミュニティタイムライン開発業務【新規】市長公室 防災危機管理課
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地域の絆と支援体制の強化■事業概要
避難行動要支援者に対する適切な避難支援等を

実施するため・・・
（平時）住民による個別避難計画の共同作成，

指定された関係者間での共有
（非常時）避難先検討

安否確認状況の報告・共有機能
上記機能を有するアプリケーションを構築し，

自治会や防災・福祉部局，福祉専門職，自主防災
組織，防災士連絡協議会等に提供し，逃げ遅れ
ゼロに向けた地域の絆と支援体制の強化を目指す。

■財源内訳
デジタル田園都市国家構想推進交付金 1/2
企業版ふるさと納税 1/2
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自主防災組織
NPO法人障害者の防災を考える連絡協議会
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協議会への
参加要請

連携


